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＜令和４年度杉並区立済美養護学校入学式における校長挨拶＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより １号 

http://www.suginami-school.ed.jp/seibiyougo/ 

  「新しい年度を迎えて」 
                       校長 伴 比佐志 

本日から、令和４年度が始まりました。西田良児前校長の後任として着任いたしました、校

長の伴 比佐志（ばん ひさし）と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

本校の学校教育目標は、「輝く子ども」。児童・生徒が、将来、主体性を持ち、豊かな地域生

活・社会生活を送ることができるよう、「生きる力と生きる喜び」を育んでまいります。 

私は、「前へ！」という言葉を座右の銘としています。これは、ある大学のラグビー部監督が

選手にかけ続けた言葉です。「目標に向かう時、逃げたりかわしたりするのではなく、躊躇せ

ず前を向く。失敗しても構わない。最後まで絶対にあきらめずに前を向く。そうすれば、自ず

と道は開け、目標を必ず達成できる。」という意味が込められている言葉です。 

教職員一同、学校教育目標の達成のために一丸となり、「前へ！」進む所存です。１年間、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

＜小学部の教育＞ 
小学部主任 溝口 妙佳  

今年度の小学部は、小さな新 1 年生１９名を迎え、総勢が１１４名となりました。子供たち一人一

人の輝きを大切にしながら、充実した学校生活が送れるよう、42 名（介助員等含む）の教職員で支

援・指導してまいります。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 小学部の 6 年間は、「一人でできる」ということを大きな目標として掲げ、心も体も強くたくましく

変化する時間です。中学部へのつながりを大切にしながら、それぞれの一年を積み重ねていきます。 

 １・２年生では、友達や先生という安心できる人たちとの関わりの中で、学校生活に慣れ「自分らし

く」生活できることが大切になります。生活動作や学習姿勢などの基礎・基本を定着していきます。 

 ３・４年生では、定着した力を発揮する授業が増えていき、学校中心の生活から、社会に目を向ける

ようになります。「できること」を高める、新たなステージとも言えます。4 年生からは、済美小交

流、クラブ活動など、低学年で培った力や興味・関心の幅を広げた、実践的な経験を積み重ねていくこ

とになります。 

 そして５・６年生では、中学部への準備の時期として、宿泊行事など「自立」に向けた取り組みが多

くなっていきます。「自分でできる力」「他からの支援を受け止める力」など、視野を広げ、より主体的

に役割を果たせるような活動を設定していきます。 

 コロナ禍の中で作り上げてきた新しい教育スタイルの中で、可能性を信じて挑戦し続けていきます。 

 子供たちが意欲的に学習に取り組み、「楽しい」「やりたい」「次は何？」など、ワクワクとした気持

ちで学習に臨めるよう、教職員一同が一丸となって実践していきます。 

＜中学部の教育＞ 

中学部主任 須藤信之 

  

３月に１８名の卒業生が巣立った今年度の中学部は、新１年生に１６名を迎え、４４名の生徒と教員 

20 名（介助員含む）でスタートします。 

 １年生は、まず担任との信頼関係を築き、新しい集団・場所・リズムに慣れ、中学校生活のスタート 

をスムーズに過ごせるように支援していきます。 

 ２・３年生は、一部クラス替えを実施いたしました。人間関係を広げ、さらなるステップアップを図

れるように指導していきます。 

 そして３年生は、いよいよ済美養護学校の最高学年となります。様々な場面で済美養護を引っ張って

いける姿を期待しています。 

 

 昨年度もコロナ禍ということで、子供も大人も学校を安全に楽しく過ごすための方法を工夫し、生活

してきました。リモート授業やオンライン学習も学校生活の一部となりつつあり、今後ますます取り組

む機会が増えていく授業形態の１つです。今年度は、ICT を駆使した授業を展開しながらも、子供たち

が楽しく、自ら意欲的に取り組もうとする行事や授業、様々な活動を提供し、時代に合った新しい 

済美の教育（中学部の教育）を実践していきます。 

小学部１年生のみなさん、中学部１年生のみなさん、済美養護学校への入学、おめでとうご

ざいます。 

学校は、みなさんが入学することを、楽しみに待っていました。 

保護者の皆様、お子さまの御入学、まことにおめでとうございます。 

今日から小学部１年生になった１９人のみなさん、今日から始める学校での勉強を、楽しみ

にしてください。来週からは、給食が始まります。毎日、元気に登校しましょう。 

そして、中学部１年生になった１６人のみなさんは、先輩の２年生・３年生の一緒に学ぶ作

業学習をはじめ、新しい勉強が待っています。いろいろなことに挑戦して、自分でできること

をどんどん増やしてください。 

さて、済美養護学校は、創立から４４年目を迎え、杉並区立の学校として地域に温かく見守

られながら、御家庭と学校が一体となり、児童・生徒の成長を支援してまいりました。 

保護者の皆様も、本日から済美養護学校の仲間です。お子さんを中心に据え、学校と地域と

連携を行い、お子さんの成長を一緒に支えてまいりましょう。どうぞ、よろしくお願いいたし

ます。 

教職員一同、児童・生徒が本校に通う９年間に、社会の中で生きる力と生きる喜びを育て、

輝く存在になりますよう、誠心誠意教育にあたります。 

最後になりますが、本日は感染症拡大防止対策のため、本来であれば御臨席いただく予定で

ございました来賓の皆様方におかれましては、今後とも、児童・生徒ならびに学校への御支援

のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

新入生のみなさん、元気で楽しい毎日にしていきましょう。以上、式辞といたします。 

杉並区立済美養護学校 

令和４年４月 6 日 

校長 伴 比佐志 

 


